
令和６・７年度 阿蘇郡市教育委員会連絡協議会指定

令和７年７月３日（木）産山学園体育館

産山村「学力向上推進地域」

産山学園研究発表会
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研究発表の流れ
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４ 成果と今後の取組
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１ 産山の教育について



１ 産山の教育について
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We have a dream



１ 産山の教育について
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前期課程（６年） 後期課程(３年）

　小学校学習指導要領を準用 中学校学習指導要領を準用

前期行事 後期行事
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３ｒｄ行事

教

育

課

程

う

ぶ

や

ま

保

育

園

指
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上
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１ｓｔ行事 ２ｎｄ行事

特例教科：英会話・う学・Ｃ学

４ ３ ２

１ｓｔ ２ｎｄ ３ｒｄ

一部教科担任 教科担任制

義務教育学校としての

特例

・専科指導

・専科＋ＴＴ

ＵＤやＡＬの視点での

授業改善には授業準備

効率化が必要

前提条件としての規律

指導

担任との連携

区分による行事の

精選（目的－内容

－方法を明確にし中１ギャップ解消

身体的発達・自己肯定感の低下に対応

小１プロブレム

解消

自覚的な学びへ

小４ビハインド解消

抽象的・論理的思考へ



学年 教 科

１年 英会話 プログラミング

（体育）
２年 英会話 プログラミング

３年 英会話 外国語活動 プログラミング 体育 音楽

４年 英会話 外国語活動 プログラミング 音楽

５年

教科担任制
６年
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２ 研究の進め方



研究の進め方
主体的に学習に取り組み、

考えを深める子どもの育成

職員も

主体的に研修に取り組めるように
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授業改善の質を向上させ、学習効果の最大化を目指すカリキュラム・マネジメントの推進

計画
P

「授業改善プロジェクト」※を取り入れた

全職員による探究的な学びによる研修計画

学園生・授業者の課題把握の充実

各種学力調査、質問紙の結果分析

主体的に学習に取り組み、考えを深める子どもの育成を目指す授業改善

授業改善プロジェクトの実践

研究テーマに沿って、授業者それぞれの課題解決の

ための取り組みをチームで考え、研究授業と授業研

究会を重ねる。

実行
D

評価
C

分析
R

授業改善の結果分析

学園生の習得状況の結果分析

改善
A

※参考

「教師が育つ」校内研修モデルの

開発及び普及

熊本大学大学院教育学研究科 特

任教授 前田康裕 10



個人テーマの設定
グループでの授業研究会
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グループ研修の記録・まとめ R6

個人テーマのまとめ R6
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３ 研究報告



学園生の
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研究テーマ
と
研究の内容

主体的に学習に取り組み、

考えを深める子どもの育成

内容①

実態をもとにした授業改善

内容②

学びとくらし、地域をつなぐ

教育活動の充実
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内容①

実態をもと

にした

授業改善

全職員で問題分析
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１８Lの灯油が入ったストーブを使うと
いう場面の把握ができていたか。

なぜ座標Pは
１８Lか？

縦軸と横軸の見方
が理解できている
か。

内容①
実態をもとにした

授業改善

問題分析
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引用と感想を分けて書いたり、読書
によって自分に身についたことを書い
たりする「振り返り」

問題分析
から

内容①
実態をもとにした

授業改善

問題分析
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重点

１
自力で情報を取り出す力を育む授業

課題把握の場面での学び方を身に

つけた学園生
めざす学園生

重点

２
「まとめ」で自分の学びを確認する授業

学んだことを自分の言葉で明らか

にする学園生
めざす学園生

内容①
実態をもとにした

授業改善

重点事項
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内容①
実態をもとにした

授業改善

３年生 算数

わり算

・くらしとつながる場面設定
・情報不足に気づかせる

重点

１
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内容①
実態をもとにした

授業改善

３年生 算数

わり算

学び方の選択
比較、分類し、まとめる

重点

２
21



内容①
実態をもとにした

授業改善

学び方の選択
比較、分類し、まとめる

重点

２
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内容②

学びとくらし、

地域をつなぐ

教育活動の

充実

チャレンジ学習 通称「チャレ学」

ヒゴタイ・イングリッシュ（ヒゴタイ交流を核とした英語教育）

ヒゴタイ交流を核とした英語教育の充実のために、１年生から９年生まで、英

会話科における英語教育の実施。

英検
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内容②

ヒゴタイ

イングリッシュ
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内容②
うぶやま学



内容②
うぶやま学

26



内容②
うぶやま学

オンライン授業

多摩森林研究整備機構
森林総合研究所
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内容②
チャレンジ学習
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９年生の英検３級以上取得率の推移（産山学園開校初年度～）

（ ）は熊本県の目標値４０％ライン

〇開校以来、７年連続で県の目標値である４０％を超え、５０％以上で推移している。

〇令和３年度以外、全ての年度で準２級以上の取得者も見られる。令和５年度は２級取得者も２名見られる。
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４ 成果と今後の取組



授業者の意識
アンケート
R6

成果と
今後の取組
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成果と
今後の取組

R5とR6
県学力調査

全
国
の
正
答
率
を
０
と
見
た
時
の
本
校
の
値

9.8 

2.0 
7.2 

13.5 14.2 17.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

算数・数学科 観点別正答率（３～８年生）

R5 R6

-0.6 -1.2 

-9.4 
-6.5 

5.9 

2.1 

5.8 

1.1 

-10.0

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

言
葉
の
特
徴
や
使
い

方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関

す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と

読
む
こ
と

小学校国語 課題が見られた領域別正答率の比較
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成果と
今後の取組

R5とR6
県学力調査
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熊本県学力・学習状況調査結果：過去６年間の７年生及び８年生の英語の結果

〇過去６年間、令和元年度の８年生を除いて、全て全国平均以上の数値である。
〇令和６年度は７年生では１０．５ポイント、８年生では６．３ポイントと大きく全国を上回っている。
〇本校では３・４年生の外国語活動、５から９年生までの英語科の他に、１から９年生までが英会話科（１～４年：２０時間、５～９年：
３５時間）に取り組んでいる。その取組の成果が中学校での結果にあらわれていると推察する。
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成果と
今後の取組
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成果と
今後の取組

標準学力調査
県学力調査
ｉ－ｃｈｅｃｋ

ソーシャルスキル
に関わる項目
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規範意識

思いやり
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合い

社会参画

全国 Ｒ６県学 Ｒ７学力 36



成果と
今後の取組

標準学力調査
県学力調査
ｉ－ｃｈｅｃｋ

自己肯定感
に関わる項目
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感動体験

成功体験自信

充実感と向上心

他者からの評価

全国 Ｒ６県学 Ｒ７学力
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今後の取組 ○「自分の学びを確認するまとめ」
の充実

○実態分析からの授業改善

○各教科、体験活動における主体的
な学びや振り返りの充実
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